
統計によると、⽇本⼈の胃癌発⽣率は男性で第１位、⼥性で第3位と上位を占めています。   
⼀⽅、アメリカ⼈の胃癌発⽣率は第14位と決して⾼くありません。したがって、上部消化管の検診は
⽇本⼈にとって⾮常に重要になります。 

⽇本国内での上部消化管の検診は、胃バリウム検査と胃カメラ検査が広く⾏われています。 早期
に発⾒するためのスクリーニングの⽅法として、胃バリウム検査が主に⽇本⼈の⼿により開発、改良さ
れてきました。また、病変を直接観察する胃カメラ検査は、早期の⾷道癌や胃癌の発⾒率が⾼くな
ります。 

 

 

 

当院では、経⿐胃カメラ検査、及び経⼝胃カメラ検査どちらも⾏います。アメリカでは、全⾝⿇酔薬

や鎮痛薬で患者様を眠らせるのが⼀般的ですが、経⿐胃カメラ検査では、「オエッ」という嘔吐反射

がないため、全⾝⿇酔薬や鎮痛薬の投与を⾏う必要がありません。 

 経⼝胃カメラ希望の⽅には、⽇本で⼀般的に⾏われている全⾝⿇酔や鎮静剤無しでの   

検査を⾏います。 

 経⿐胃カメラ希望の⽅で、⿐の痛み等で検査が困難な場合には、途中で経⼝胃カメラ検査

（睡眠導⼊剤無し）に変更することも可能です。 

※治療⽬的（ポリープ切除など）の胃カメラ検査は⾏いませんので、
ご了承ください。 
 
◎治療の可能性がある⽅は専⾨医をご紹介いたしますので、ご相談
ください。 

必要に応じて、粘膜組織の⼀部を鉗⼦でつまみ、組織の検査を⾏う
場合があります。 

胃カメラについての詳細は、⽇本クリニックのウェブサイトをご覧ください。 

ウェブサイト/ www.nihonclinic.com 
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当院では検診（スクリーニング）⽬的の胃カメラを       
7⽉より開始いたします。 

       ◇◆◇ 胃カメラ開始のお知らせ ◇◆◇ 


